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平成２１年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 外国語指導助手学校派遣事業 開始年度 平成１０年度

担当課（局） 教育総務課 担当係 教育総務課

基 本 目 標 学校教育の充実

21年度予算 4,565

記入者 河野恵子 評価者 永友吉人

人

事業の実施方法

20年度人件費 431 千円 21年度人件費 437 千円 事業従事者数

20年度決算 4,258

事業の目的 町内小・中学校等に外国語指導助手を派遣し、児童・生徒の語学力の向上と国際理解を図る。

事業の内容
小学校等における外国語学習支援及び国際理解の促進。
中学校における外国語授業の補助及び外国語能力コンテスト等への協力。

0.06 人

◎事務事業の目的・内容

0.06

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

英語スピーチコンテスト入賞者
数

英語教師と共に行う質の高い指導が生徒の学力向上につながり、英語スピーチコンテスト（暗唱
の部）においても、東西中が上位の賞を獲得した

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

保育園への訪問回数 小中学校の春・夏・冬期休業時期を中心に各園の行事に参加し、園児と交流した

小学校での交流時間 外国語活動実施時間数増加となり、外国語への興味・関心の向上が得られた

中学校での指導時間
小学校派遣回数の増加により中学校での指導時間は減少したが、２日連続同じ学校に派遣する
ことで質の高い指導を行うことができた

◎達成状況
指標名 単位 年度 年度 年度指標名 単位 １９年度 ２０年度 ２１年度

成
果
指
標

英語スピーチコンテスト入賞者数

目標値
人

目標値

1 1 2
実績値 1 2
達成率 ％ 100.0% 200.0%

0

目標値
実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

活
動
指
標

保育園への訪問回数

目標値
回

小学校での交流時間

目標値
時間

36

実績値 30 39

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!
245

実績値 41 156
達成率 ％ #DIV/0!

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0!

中学校での指導時間

目標値
時間

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

義務教育期間の学校教育充実のため町が行うべき事業と考えられる。学習指導要領
の改訂により、小学校における外国語活動の時間数も増える。事業を廃止した場合、
中学校生徒はもちろん、小学校児童においても学力及び国際理解力が現状より低下す
ると考えられる。

200
実績値 238 198

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

外国人が英語授業の助手をすることで、外国人に対する苦手意識が減少し、学習意欲
が向上している。在職５年目ということもあり、質の高い指導を行うことができたと考えら
れる。また、学校行事に参加し授業時間以外での交流の中で、児童生徒は国際的な視
野も広げることができた。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）により外国人指導助手を受け入れているため、報
酬額が定められている。今後もこの制度を利用するのであれば、経費削減は困難であ
る。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

児童生徒に対する外国語指導のため、町民との協働の予定はない。



事務事業名 外国語指導助手学校派遣事業 担当課（局） 教育総務課

◎総合評価（今後の方向性を含む）

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

益々低学年での英語教育、特に英語に親しむ教育の充実が
求められていて、新学習指導要領にも小学校での英語教育
が盛り込まれている。ＡＬＴの果たす役割は大きいものがあ
ると思われる。法的に教員免許必要ではないが、チーム
ティーチング（TT)で児童生徒に接する以上、総合的な人間
性については求められることが多く、制度的に充実している
JETプログラムは、負の要因が少ないと思料する。なお、当
該事業は「平成21年度高鍋町教育基本計画」に記載されて
いる。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充

現状維持 ○

廃止

縮小

拡充

コ　ス　ト

廃止 縮小 現状維持

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 現状維持

◎交流や指導の手法を検討することで、今後も効果的に事業を展開していってもらいたい。

コスト 現状維持


